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ままななびび 

新型コロナウイルス感染症の影

響により，規模を縮小し，「パネ

ル展」と「Web パネルディスカ

ッション」を開催しました。 

「フレンドリーピックまつながカープヂェーから 
拡げよう 多文化共生の輪」 

パネルディスカッション 
をＷebで実施 

困ることや日本人に話かけることへの不安感な

どが紹介され，イベントは自然に仲良くなれる

チャンスになったエピソードが披露されまし

た。最後に「カープヂェーのようなイベントは

とても大切な交流の機会。これからもみなさん

が楽しめる場所にしたい」と参加者全員で確認

し，パネルディスカッションを終わりました。 

 各学区（町）の地域紹介や関係団体か

らのメッセージを約１ヵ月間展示しまし

た。ビデオメッセージを含めて，工夫を

凝らした多くの作品をいただき，メッセ

ージの中には，「以前のように多くの人々

が集って交流できるカープヂェーを楽し

みにしています。」といった温かいお言葉

をいただきました。 

 コロナ禍が収束し，皆さんと交流でき

るカープヂェーを願うばかりです。 

3 月２６日（土）にオンラインでパネルデ

ィスカッションを開催しました。 

パネラーは，これまでカープヂェーにご協

力いただいた外国人市民のみなさんと，日本

語教室や生活相談などのサポート活動を行っ

ている団体のみなさんに依頼。「○○を乗り越

えたら生涯の友だち」～出会おう・違いはあ

たりまえ～ をテーマに体験や意見を交流し

ました。その中で，外国人市民は言葉に一番 



福山市コミュニティセンター事業 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

●申込みが必要です。申込みは実施月の 1 日から行います。（休日の場合は翌日） 

●その他のコミュニティセンター・館でも開催しています。詳しくは，人権・生涯学習課のホー 

ムページにも掲載していますのでご覧ください。 

●相談時間が限られていますので，事前に相談内容を整理し必要書類をご持参ください。 

 

 

 

 

 

   

 

 

本郷学区まちづくり推進委員会では，約20年前，学校が週休

2日制になり始めた頃，地域で何かできないかと，子どもたち

を対象に「子どもチャレンジクラブ」を立ち上げました。子ど

もの頃のたくさんの体験は，大人になっても覚えています。自

分の住まう地域で，その一員と

して地域のヒトやモノと関わる

ことで，これから先の人生をよ

り豊かにする一歩になって欲し

いと取り組んでいます。 

 これからも，子どもたちの成長を見守り，地域のなかで育ててい

きたいと思います。 

実施場所・申込み先 202２年度 松永支所管内の無料相談会実施日 

高西コミュニティセンター 
福山市高西町 3－3－10 

（０８４）９３４－２３２９ 

4 月 1６日(土) 7 月 1６日(土) 10 月 1５日(土) 1 月２１日(土) 

神村コミュニティセンター 
福山市神村町 4790－1 

（０８４）９３４－３４４５ 

5 月２１日(土) 8 月 2０日(土) 11 月１９日(土) 2 月 1８日(土) 

本郷コミュニティセンター 
福山市本郷町 2850 

（０８４）９３６－２３１２ 

6 月 1８日(土) 9 月 1７日(土) 3 月 1８日(土)  

松永コミュニティセンター 
＊申込は本郷コミュニティセンターへ 

12 月１７日(土)    

新型コロナウイルス感染症拡大防止のためのお願い 
・発熱や咳・咽頭痛などの症状があるなど体調が悪い場合は相談をお控えください。 

・相談会に参加する時はマスクの着用をお願いします。 

・相談前，終了後には手洗い，うがいをお願いします。 

 

・遺言を書いておきたいが，どう書けばいいかわからない。 
・自分が死んだら，自分の財産はどうなるのかわからない。 
・成年後見制度について知りたい。…など    

 

 

  

クリスマスリース作り 

●時間は，９:１５～１１:５0（※相談は，お一人 45 分とさせていただきます。） 

キラキラ石鹼作り 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆運動普及推進員 

（と き）7月～来年 2月（月 1回程度） 

（対象者）おおむね 40歳～70歳の市民 

（ところ）福山すこやかセンターなど 

◆食生活改善推進員 

（と き）6月～来年 3月（月 1回程度） 

（対象者）20歳～70歳の市民 

（ところ）福山すこやかセンターなど 

 

※ともに，受講後，推進員としてボランティア活動ができる人 

（問い合わせ・申込み先）健康推進課：TEL 084-928-3421 

ご本人が直接お申し込みください。 

（申込み期間）2022 年（令和 4 年）4 月 1 日（金）～5 月 13 日（金） 

～一緒にしてみませんか みんなで健康づくりの活動～ 

運動普及推進員・食生活改善推進員 養成講座 

2022 年度（令和 4 年度）受講生募集！ 

 

 

<４月の行事予定> 

☆展示「りんごの棚（たな）～いっしょに どくしょを たのしもう～」  

●期 間 ４月２０日（水）～５月１６日（月）  

●ところ 松永図書館 展示コーナー 

●内 容 布絵本，点字付き絵本，LL ブ

ック（やさしく読める本），

手話の本など，どの子にも楽

しめる本を約６０点集めて展

示・貸出します。 

<定例行事>☆あかちゃんといっしょのおはなし会 

●と き ４月１３日（水）及び１４日（木）  

     １１時～１１時１５分 

●内 容 乳幼児とその保護者を対象に

したおはなし会です。 

※行事は，新型コロナウイルス感染症拡

大状況により，人数制限または中止にな

る場合があります。 

 

＜図書館のお休み＞ 

４月１９日（火） 館内整理日 

「ゲタファミリーのメッセージ展」 

問合せ 松永地域振興課 
電 話（０８４－９３４－５４４３） 

西部市民センター まなびサロン４月 

◆期間 

４月８日（金）～４月２４日（日） 

◆場所 

  西部市民センター１階 エントランス 
                  

【展示】  

ゲタファミリーは，学習情報紙「まなび」やフレ

ンドリーピックまつながカープヂェーなどに登場

し，様々なメッセージを発信してきました。 

今回は，ちょっとシュールで愛くるしいゲタファ

ミリーの作品を展示します。 

19:00 



― 認
みと

め合
あ

おう みんな違
ちが

って あたりまえ ― 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
@fukuyama.city.multilingual.consultations 

市民
しみん

生活課
せいかつか

 

📞: 084－928－1125 

📨：shimin-seikatsu@city.fukuyama.hiroshima.jp 

「SDGs」（エス ディージーズ）は，「Sustainable Development Goals」の頭

文字で，「持続可能な開発のための目標」という意味です。国際連合が，全て

の人が幸福に暮らし続けるために提唱したもので，１７の目標 と１６９の具

体的な行動の項目を定めています。 

「まなび」では持続可能な活動を紹介し，関連する記事に１７の目標のアイコ

ンとロゴを掲載しています。 

多文化共生…，インターネットで検索すると外

国人市民の店員が高齢のお客さんに声をかけて振

込詐欺の被害を未然に防いだニュースや，地域の

防災リーダーとして活躍しているなどの記事があ

りました。近年では，酒蔵の杜氏になった人や，

能や浄瑠璃などを学んで演じる人など，日本文化

を敬愛し継承している話を見聞きします。 

1990年代…，外国人市民が増えると日本の習

慣やルールを理解していただく様々な取組が始ま

りましたが，30 年余りが過ぎた今日の日本社会

は介護や流通など多くの分野で外国人市民に支え

られています。 

１１ 住み続けられるまちづくりを 

SDGs 

まりましたが，30年余りが過ぎた今日の日本社

会は介護や流通など多くの分野で外国人市民に

支えられています。 

昨年度…，多文化共生イベント「フレンドリー

ピックまつながカープヂェー」は 12回目を終え

ました。今後，一層の相互理解と交流を深めるこ

とができればと思います。 

ピクトグラムは，言い表したい物の形を利用し

て，その意味や概念を伝える記号です。 

世界ではＩＳＯ（国際標準化機構）が定めた規

格や，日本ではＪＩＳ（日本産業規格）が定めた

規格などがあります。 

身近な物では，道路標識や地図記号などがあり,

文字や言葉を出来るだけ頼らないので，海外から

の旅行者や視力が弱い人も理解しやすく，世界中

の街角や公共の場所などで使われています。 

１９６４年（昭和３９年）に開催された東京五

輪で，競技の種類を表すピクトグラムが話題にな 

り，今回の大会でも新たな物が作られました。 

 近年の特徴として，性的マイノリティーの人に

配慮したトイレの図や，育児に関する物は，男性

も女性もあてはまる図にするなど，今日の人権文

化が反映されています。 

無線 LAN 充電コーナー 

スロープ 男女共用トイレ 

義足や人口関節

など,配慮が必要 

ホームページでカラーを 

↓↓↓ 


